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彙ア
報　ワ
　ノる
新の
薯意、
紹志
介論

原二尉・・篭
僧と
無想
に像
於　：
け　：
る　：
比　：
丘　：
の　 ：
極　：
盛　　 ・

近
代

働
者
階

の

折
學
想、

潮

要
筆
塁・

：
亜
型
交

霊．

鯉

＄
s

近
代
勢
働
者
遮
蔽
の
折
學
覆
面
・
：
・
：
：
・
：
：
・
：
・
：
・
：
・

…
…
…
．
：
：
…
・
：
・
：
：
・
交
墨
簿
士
米
田
庄
太
郎

知
畳
と
想
像
：
・
：
：
：
：
：
：
・
丈
學
士
務
毫
理
作

原
始
僧
團
に
於
け
る
比
丘
の
極
重
鋸
（
承
前
）
：
・
：
・
：
：
：
：
：

…
：
…
．
．
…
。
：
．
：
・
：
交
墨
士
手
島
丈
倉

ア
ワ
ハ
の
愈
愈
論
…
－
隔
・
…
董
士
大
脇
義
唱

彙
報
　
新
薯
紹
介
・
：
・
：
：
・
：
・
：
・
：
；
：
：
：
：
・
：
’
：
：

／へ

　　疑
i．／c．
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京
都
哲
學
會
規
刷

本
會
チ
京
都
哲
學
曾
ト
稽
ス

本
二
一
廣
義
曽
於
ケ
ル
斬
學
ノ
研
究
及
其
鞍
及
チ
以
テ
目
的
ト
ス

本
會
ハ
前
條
ノ
目
的
チ
達
セ
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
チ
行
フ

毎
月
一
圓
研
究
會
チ
開
ク

毎
年
春
秋
二
飼
公
開
講
演
會
チ
開
ク

　
　
一
、
毎
局
一
岡
漏
難
批
帥
『
刃
風
Ψ
研
究
』
チ
鵬
鍵
行
ス
．

第
饅
條
本
會
世
務
所
チ
京
都
帝
國
大
學
交
學
部
内
二
既
ク

筑
五
擁
　
粛
小
瓶
阿
ノ
箏
業
チ
紹
艸
営
ス
ル
爲
メ
ニ
左
ノ
役
民
チ
置
ク

　
　
一
、
委
員
（
碧
国
名
）
京
都
帝
尊
大
墨
丈
學
部
哲
學
科
数
官
及
委
員
會

　
　
　
　
二
於
テ
推
薦
シ
ヌ
ル
者
チ
以
テ
之
二
充
ッ

　
　
一
、
霧
罷
（
一
名
）
委
員
命
ロ
昌
於
デ
棉
囑
託
ス

第
六
傑
　
本
丁
ノ
趣
旨
昌
賛
荷
λ
ル
者
ハ
何
人
こ
テ
モ
會
員
タ
ル
コ
ト
斗
得

學
校
、
鯛
書
館
、
教
育
會
、
其
弛
・
團
膿
ハ
其
幽
解
名
チ
以
テ
入
會
ス
ル

　
コ
ト
チ
欝

餓準

ｵ
砺
蹄
　
會
員
ハ
愈
一
同
ハ
ト
シ
テ
年
四
闇
四
四
拾
銭
、
前
後
二
期
晶
分
ケ
テ
前
納
ス

　
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
鎌
　
　
愈
員
ハ
本
曾
ノ
㍊
輸
二
二
ノ
會
A
ロ
ニ
鵬
席
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
箆
ツ
鵜
軸
馳
『
哲

學
研
虎
』
ノ
配
付
チ
受
ク

第
九
鋒
・
三
鷹
蜆
期
ノ
改
正
鍵
更
ハ
委
員
會
ノ
決
議
昌
依
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

書
　
記

交
墨
博
士

丈
學
博
士

交
學
博
士

丈
鉛
毒

乱
臣
博
士

交
學
細
螺

交
學
博
士

丈
學
博
士

丈
論
士

丈
義
士

文
學
博
士

．
交
學
一
士

交
醗
博
土

交
攣
博
士

交
學
博
士

丈
學
士

寳澤小藤深松野植務田高米狩’千朝磁波
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鷲
同
　
趣
・
　
鶴
　
究
、
、
、
甑
濯
護
簡
六
繭
訓

盟
列
強
の
遽
商
植
民
。
二
三
、
民
∵
琉
・
瀧
蕎
邸
・
構
聞
．
愛
∴
弗
灘
了
主
義
麟
叩
蓬
動
。

『
霞
℃
世
界
政
策
の
衝
U
突
。
、
二
近
、
世
鼻
磯
役
世
黒
｛
改
適
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
二
〇
・
一
〇
・
九
。
三
木
清
）

二

海
八

寄
贈
書
籍
雑
誌
・

　
哲
學
難
歎
鱒
、
丁
酉
倫
理
講
演
集
、
心
理
研
究
、
東
洋
哲
學
、
一
六
合
雑
誌
、

東
亜
之
磁
ル
、
支
那
學
、
　
六
條
學
報
、
學
按
教
育
、
教
育
、
一
四
外
教
育
欝
論
、

数
≠
學
猜
界
、
教
育
界
、
鍛
育
研
究
、
敷
育
時
論
、
艮
華
公
論
、
伽
教
學
遜

「
バ
璽
・
ク
レ
響
．
，
人
智
　
　
　
　
丈
學
士
警
浪
逡
童
謡

　
の
原
理
．
及
尉
簸
，
　
　
東
　
京
大
村
書
店
襲
貿

　
最
近
就
會
攣
の
進
歩
　
〔
　
r
大
日
奉
學
穂
協
曾



敬麗號前

盛
會
筆
墨
の
性
質
に
具
す
る
コ
甚
ン
の
見
解
・
：
・
：
二
丈
學
簿
士

二
巴
甥
象
の
構
成
に
就
い
て
：
：
・
：
：
：
：
：
：
・
：
丈
戦
士

倫
理
學
の
野
象
と
し
・
の
澄
徳
的
債
殖
剣
断
に
就
い
て
：
丈
學
士

良
然
の
理
性
化
（
承
前
）
；
：
ン
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・
交
學
博
士

藤
弁
健
治
郎

三
宅
　
剛
一

世
良
壽
男

西
晋
　
一
郎

22i15

覇
號
鐵
次
．

九
力



～

辱

禽
働

告便定

一
、
本
會
へ
一
八
倉
け
希
胡
屯
λ
方
ハ
面
接
本
會
漕
宛
一
ア
ニ
獅
⊥
田
の
込
被
下
度
二

一
、
愈
員
昌
シ
デ
纏
居
セ
ラ
レ
タ
ル
節
日
薩
チ
昌
其
旨
御
報
知
三
下

　
　
度
簸

　
一
、
禽
同
費
ハ
振
蘇
［
口
座
・
天
阪
滲
〇
六
六
黎
軽
｝
、
寅
…
都
蕎
墨
禽
宛
テ
昌

　
　
御
鯨
蝋
舌
下
慶
候

　
一
、
本
鮎
叩
ノ
編
甜
冊
二
關
…
ス
ル
輔
遡
信
及
紹
介
。
薪
刊
り
書
。
亦
へ
換
難
誌
等
ハ

　
　
凡
テ
本
禽
ゆ
宛
テ
ニ
御
蹴
賢
送
被
下
度
被
い

　　

@
，
　
鯨
雪
曇
陣
京
都
哲
學
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
口
恥
∵
穴
販
霧
〇
六
六
豪
㌍
番

一六

研
（
駒
金
）
一
金
鼠
圓
匹
拾
鈍

十
二
珊
（
前
金
）
一
金
四
圓
八
拾
銭

　
　
｝
定
　
　
　
　
　
償
　
「
郵

三
雲
｝
金
　
　
四
　
　
拾
　
　
饒
一
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
不

申剛豊

麗茶受

廣
告
豊

一
頁
　
　
金
三
三
圓

孚
頁
は
取
敷
不
申

文定

⑤
団
員
把
あ
ら
ぎ
る
講
書
春
の
伽
畿
丈
及
び
廣
告
に
關
す
る
件
は
慶

　
交
館
へ
御
串
込
下
さ
れ
高
儀

◎
本
・
誌
の
御
駐
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
粉
共
前
金
に
て
御
邊
り
下
さ
る

　
べ
く
候

◎
振
替
貯
金
に
て
御
邊
金
は
（
窃
畿
泉
二
八
0
番
嚢
三
一
臨
宛
に
願
上
候

◎
前
金
切
れ
の
慨
吻
合
は
幣
川
野
に
「
晶
刎
金
切
」
の
印
章
畑
鐸
一
敷
す
’
べ
き
に

　
付
磁
に
御
彿
込
下
さ
れ
三
三

⑧
見
本
御
入
用
の
揚
合
は
金
謬
捨
饅
御
邊
り
下
さ
れ
度
候

◎
特
に
請
求
轡
及
領
股
欝
等
を
要
す
る
場
合
は
郵
券
三
銭
御
邊
付
下

　
さ
れ
度
候

大
正
九
年
十
月
二
十
七
貝
即
棚
納
本

大
正
九
年
十
一
月
　
唱
　
日
襲
　
　
行

製複詩興

特認禁

編
瞬
春

右
代
衰
旛

機
行
巻

鴎
剛
春

印
励
所

述
五
十
六
號

箪
五
春

夢
＋
一
珊

京
都
帝
國
大
回
丈
學
部
内

　
　
　
京
都
丁
子
會

賓
　
腰
　
方
　
治

馨鵜
鞭雄久
工藩加　麟
揚購郎繍吉

襲
行
所
糠
蜘
題
聾
駄
醍
瀦
費
文
館

螢
費
元
麟
動
乱
蘇
晒
避
滑
図
譜
文
．
　
館

費
妙
所

（
東
京
）

上
田
屋

寳
交
館

東
京
堂
、
。
東
海
堂
、

（
大
阪
）
盛
文
館

（
憩
戸
）
露
文
館

’　』　、呼　tt　甲　　，　　「乳　　胤　、’　職　「脚昏

寧



薫蒸斎言曝書の趨著名

鷲
鵬
欝
文
學
士
高
田
保
幽
翠

圃覇最著
者
、
瀧
會
學
の
研
鐙
に
從
離
せ
ら
る
＼
こ
と
既
に
十
年
適
常
に
斯
學
の
純
理
に
没

頭
し
て
、
其
獲
蓬
の
趨
．
勢
に
後
れ
ざ
ら
ん
と
努
力
せ
ら
れ
た
砂
。

本
書
は
其
問
に
成
れ
る
苦
心
の
墨
壷
十
二
章
を
収
む
。
冷
静
氷
の
如
き
理
論
に
包
む

に
、
人
類
の
愛
、
詩
的
惰
熱
を
以
て
す
る
所
、
一
巻
の
特
色
に
し
て
、
叉
充
分
に
著

者
の
學
風
を
味
ふ
に
足
る
べ
し
。

特
に
叉
大
戦
の
終
結
と
共
に
、
世
界
に
於
け
る
批
會
組
織
の
攣
革
將
に
近
か
ら
ん
と

す
、
此
時
勢
の
必
要
に
鷹
じ
て
、
赴
會
の
根
本
的
性
質
を
明
か
に
し
、
胱
會
的
思
潮

の
眞
髄
を
味
は
む
と
す
る
人
士
に
と
り
て
は
、
最
も
有
盆
な
る
大
文
字
な
り
。

昌要の書本

脚
　
、
魁
岸
里
化
論
の
性
質

二
　
耐
會
法
則
の
性
質

三
　
統
計
的
方
法
と
蹄
納
二

四
　
生
死
減
少
逆
行
の
法
刷

五
　
貧
富
と
出
生
率

六
　
分
離
論

七
　
就
會
的
定
量
の
法
用

八
　
分
業
に
つ
い
て

九
　
家
族
の
將
來
と
厩
會
の
國
結

十
　
資
本
家
的
集
積
説
の
研
究

十
阿
　
優
生
學
是
非

　
　
現
代
文
明
の
迷
妄
－
生
産
政
策
の
否
定

十
二

一
：
’

還；
重

な耽辺
り會か
。的ら
　思、ん

　潮と

メ．埋

充論
分に
に包
憾む

の
純
理
に

没

薬壼全盤布
　債　即
自拾五圓武金

鑓八十金料遊
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